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1. 目的 

本研究の目的は、7歳 (小学校第 1学年) から

15 歳 (中学校第 3 学年) における片脚跳躍能力

の発達過程ついて、両脚跳躍能力との比較から明

らかにすることであった。 

 

2. 研究方法 

1) 対象者：小学生 539名、中学生 285名 

2) 調査方法：両脚および片脚の垂直跳 (CMJ) 

とリバウンドジャンプ (RJ) を行い、それぞ

れの跳躍高、接地時間、RJ-indexを測定した。 

3) 分析方法：各種跳躍能力における年齢間の比

較をするために、二要因分散分析を行った。

また、両脚と片脚の跳躍能力の関係を明らか

にするために Pearson の相関分析を行った。 

 

3. 結果と考察 

1) 片脚跳躍能力の発達 

(1) 男子については、CMJと RJのどちらについて

も、両脚と片脚で同様の発達傾向を示した(図 1)。 

(2) 女子については、CMJと RJのどちらについて

も、両脚と片脚で異なる発達傾向を示した (図 2)。 

 

 

2) 両脚跳躍能力と片脚跳躍能力の関係 

CMJ、RJ のどちらについても、両脚跳躍と片脚

跳躍の間には有意な相関関係が認められた (図

3)。RJ-index、跳躍高については、両脚跳躍の発

達は片脚跳躍の発達の 70％程度を説明できるこ

とが認められたものの、接地時間については 35％

程度であった (図 4)。 

 

 

 

4. 結論 

 本研究の結果から、男子では両脚跳躍と片脚跳

躍で同じような発達傾向を示すものの、女子にお

いては、両脚跳躍と片脚跳躍で発達傾向が異なる

ことが示唆された。RJについては両脚跳躍の遂行

能力が必ずしも片脚跳躍の遂行能力と対応して

いるわけではないことが示された． 
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図1 男子における跳躍能力の経年変化
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図2 女子における跳躍能力の経年変化
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図3 CMJおよびRJにおける両脚と片脚の関係
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図4 RJの接地時間および跳躍高における両脚と片脚の関係
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